
「ちえの輪」 | よ 知恵をだしあつて活動する地域教育会議の広報紙です

QOQS年 R月 RP日 発行 多摩区地域教育会議広報紙編集委員会

中学校区地域教育会議の支援の一環として、情報、意
見交換をする今年度Q回目の交流会がPP月 QX日に開催
されました。今回はQつのテーマを設け、人数を半数ずつ
に分けて意見交換会を行いました。

輌焉c
–学校との協力関係、学校の将来と地域がどう閥わるか」
Õ地 域と学校の連携は必要との声は間かれますが、¬も・ 学校ごとに必要な連携が違いませんか^

稲田中学校区 P学校との連携は必要ですが、地域と子ど
もが関わることが目的なので、先生にこねをやつてくださ
いと言うのではなくt施設を貸してもらうくらいです。
警申学校区 Y 活動は住民が主体で、学校側には子ども会
議の日程調整やチラシ配布などをお願いしています。新
たに、学校長や町会長に声をかけて本音で語り合う会議
を始めてみました。議事録に残すことがないため、本音で
話し合うことができています。
生田中学校区 Y 学校の先生方と連携をとり、子ども会議の
日程を決めてくれています。
南管中学校区 Y 地域教育会議の活動が増えるにつれて、
先生たちの体日出動が増えている現状があります。

僣■圏c
「地域教育金議の現状と今後、新たな担い手の発掘」
O現 在の運営、委員会の体制と課題について教えて
▼ uください。
警中学校区 Y 運営がPP人いて全員が議長をできるくらいの
人材になつています。このような人を集めないといけません
が、簡単ではありません。
南管中学校区 Y 小さい学区なのでos̀、 地教、学校運営協
議会と、どこにいつても同じメンバーがいるという状況で
するos̀との交流がないため、os̀から地教に引つ張つて
くることが難しいです。
南生鵬中学校区PP小 P中。やはりどこにいつても同じ顔で
す。委員会がうまく回つておらず、議長と副議長とコー
ディネーターがあちこち動いていて大変です。
枡形中学校区 Y コ ロナ後に仕切り直しましたが欠員が出
ており、住民委員の方がなかなか難しいです。子ども会議
や教育を語るつどいの活動を考えていますが、学校周年

行事が忙しくて、なかなか手が回らないのが現状です。
焦圏中学校区PR小 P中で、学校ごとにSつの委員会を受
け持つており、事務、予算も分けています。幹事校から議
長と事務局、次の幹事校になるところから副議長を出し
ています。今は少し人が入れ替わっているため、実働部隊
を必要としています。

地域教育会議と学校との連携には地域差がありました
が、学校の現状を理解していく中で、“地域が担えること
は何かAを話し合える信頼関係が大切であると思います。
最後に、地域教育会議の原点について話題になりまし

た。今の教育環境について話し合うことができるのが地
域教育会議であり、更に子どもたちには「意見を言つてい
いんだよ」と伝えることではないか、そのような活動がで
きていますか^という問題提起がありました。
また、多摩区地域教育会議の委員である教職員組合の

先生からは「学校の現状を皆さん本当に知らないんだ」と
の驚きがありました。学校の現状は、当事者である先生方
が話さなければ外部の人はわかりません。それはどこの
団体も同様で、地域教育会議では情報を共有し、課題を
話し合つていける場をつくることが大切だと改めて感じ
ました。
今回の交流会には、多摩区内にあるアつの全中学校区

が参力|してくれました。参加してくださった方々に感謝す
るとともに、今後も意義のある交流会にしていきたいと
思います。
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O月 U日 午前 Y 防災学習
多摩区役所屋上ヘリ

午後 Y 子ども会議
ポートの見学、危機管理担当職員より防災につい
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子ども会議広報活動としてイベントを開催|
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テーマ「いのち」

事前アンケートG PO月 小学S年生～
子ども会議M ????? テーマ「コロナの体校期間中| と思ったこと」

「“子どもの権利条例A知つていましたか^」

PO月 PV日 子ども会議
テーマ「インターネット」「防災」

子ども会議
テーマ「rcfs」「コ
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子 ど も 会 議 とは、川崎市子どもの権利条例の中の「参加する権利」に基づき、̀ 子ど も が 自 分 を

表現したり、発表したり、社会に参加できる場Aとして開催している会議です。
これまで、多摩区地域教育会議では、子どもの活動支援委員会を中心に広報活動、参加者の募集方法、開催

方法など、毎年検討を重ね開催してきました。
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O月 X日 子ども会議
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PPQ月 PO日

多摩w地域教育会議ではコロナ禍でも対面での子ど
も会議を続けてきました。

テーマに関しては、事前に子どもの活動支援委員会で
決めてり`ら参加者を募集する年もあれば、参加した子ど
もたち c話し合いによって決められた年もあります。
多摩 w全域の小中学生を対象とした会議の開催は、他

の中学 校区の子どもたちとの交流の場にもなるメリット
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●「子どもの権利」についてゲーム形式で学ぶ

● 自分の意見を述べる時間、他の人の意見を聞く時間を設ける

ポイントノ

Pヽ
● 平日の放課後、小学校内で実施

日時 Y PO月 QU日 G 木H PTY RO～PUY TO?場所 Y菅小学校図書室

参カロ者 Y小学生、中学生 合計QO名程度
はじめに?実行委員会委員長から会議の主旨説明
PT分間?「世界の子ども権利かるた」を実施
RO分間?本会議 P札の内容についての意見交換 ?|
終わりに?各グル¥プの意見まとめ、紹介|
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くデイスカツシヨン型子ども会議

● 楽しそうなイベント名になつている
● 競技は会議前のアイスブレイクの拡大版のような役割
● 体を動かすことを通して、地域で遊ぶことを考えるきつかけをつくる
● やはり子どもは遊ぶことが好きなので、集まりやすい

ポイント′

導

P時間RO分 競技 G ペットボトルボウリング、玉入れなど U競技 H

終
参加者

耗番攀フ主スタQOQR〉
XY OO～ PPY RO 場所 Y 菅

PT分間¿グル■プ会議U年■ UO名程度
はじめに 「冬フェスタの感想」菅中学校区地域教育会議議長、実行委員会委員長

あいさつ、自己紹介、チームリーダー決め、競技説明 「菅の街で体を動かせる場所は^」

「冬フェスタに参力|して地域の
ことを考えるきつかけになつたつ」

終わりに グループ会議の発表
競技結果発表

「近所で遊んでいて家族以外の
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今年度は活動支援を希望する中学校区はなく、代わりに
これまで継続的に子ども会議を行つている菅中学校区から見学のお誘いを

いただきました。そこで開催方法や当日の運営方法などを見学してきました。

的に子ども会議を開催してきた菅中学校区地域教育会

議の皆さんは、慣れた様子で運営し、更に子どもたちと

一緒に楽しんでいる姿が見られました。子ども会議の主

役は子どもたちです。まずは、子どもたちが参加したく

なる会議とは何か、他の中学校区の地域教育会議でも

参考になればと思います。

読み札一例

‐■ ■■■ | ■ ■ |

・ ■ ?? ‐ ???F ???| ???|

鳳番
PY Z G ｀

′`
F F l l i l

構



額 多摩区地域教育会議
議長?高森 康広l

地域教育会議は、QT年前に川崎市内のTP中
学校区、V行政区に設置されました。

当団体は、学校や行政、町会や自治会、子ども

会、青少年指導員や民生委員など、地域のため

に活動している団体から参加されている方々と、

住民委員で構成されています。

そして、昨今の教育環境について話し合い、必

要と思われる活動を行つていく社会教育団体で

す。様々な団体と、ピンポイントではなく常に運

携し、良い所や問題点を話し合い、近い将来、こ

の社会を作つてくれる子ども達を皆で育てる活

動をしています。

●

われわれ多摩区地域教育会議は、区内にある

アつの中学校区の連携促進、そして支援を行うと

ともに、独自に必要な活動を企画、実施をしてお

ります。

そんなわれわれと、一緒に住民委員として活

動してくれる方を募集しています。

特に、今子ども達が接している環境を身近に

感じられる子育て中の方々、一緒に活動しませ

んか l

ご興味のある方は是非とも下記にご連絡をお

願いします。お待ちしております。

あなたの力が子どもを豊かに成長できる環境づくりに役立ちます。
学校・家庭・地域の連携を推進し、地域の教育力の

向上を図る市民の自主的な活動組織です。

地域の教育課題について、住民、保護者、行政関係

者が一堂に会して話し合う「教育を語るつどい」の開

催、子どもたちが意見を表明する機会である「子ども
会議」の支援、広報紙「ちえの輪」の発行、区内中学校
区との意見交換をする「交流会」の開催などを行つて
います。
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お問い含わせ
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